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2.17.2. 教員実績概要 
職名： 教授 氏名： 石亀昌明 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
メディアシステム学，言語と情報． 
(b) 研究科担当授業科目 
情報認識特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Yuji Onodera, Yoshiaki Itoh, Kazunori Kojima, Masaaki Ishigame, Kazuyo Tanaka and Shi-wook Lee: Spoken 
Term Detection by Result integration of Plural Subword using Confidence Measure, The 10th Westerm Pacific 
Acoustics Conference, 8 pages, 2009 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 杉井ひかり, 石亀昌明, 伊藤慶明, 小嶋和徳: カオスニューラルネットワークを用いたリズム生成～キラキラ
星変奏曲を例題に用いて～, 情報処理学会東北支部平成 20 年度第 5回研究会, B-3-1, 2009-02 
2) 前田紘輝, 佐竹良祐, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 並列化手法と評価領域分割による画像高解像度化手法
の高速化, 平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2I-13, p.298, 2009-8 
3) 杉井ひかり, 石亀昌明, 伊藤慶明, 小嶋和徳: カオスニューラルネットワークを用いたリズム生成におけるフ
ィルタリングの効果, 平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2B-08, p.58, 2009-8 
4) 江六前政宏, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明: 音響情報の時空間配置照合によるビデオ間の部分一致検索, 第
8回情報科学技術フォーラム FIT2009 講演論文集（第 3 分冊）, I-007, pp.255--256, 2009-9 
5) 今康徳, 菊池雅彦, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 並列分散遺伝的アルゴリズムにおける多層リング型トポ
ロジのパラメータについての考察, 第 8 回情報科学技術フォーラム FIT2009 講演論文集（第 2 分冊）, F-002, 
pp.395--396, 2009-9 
6) 阿部俊祐, 石亀昌明, 伊藤慶明, 小嶋和徳: 形状特徴を利用した毒キノコ識別支援ツールのための毒キノコ判
定方式の検討, 第 8回情報科学技術フォーラム FIT2009 講演論文集（第 3分冊）, H-051, pp.217--218, 2009-9
7) 梁良, 石亀昌明, 伊藤慶明, 小嶋和徳: 配置と個人特徴の誇張を利用した似顔絵作成システム, 第 8 回情報科
学技術フォーラム FIT2009 講演論文集（第 3分冊）, H-013, pp.121--122, 2009-9 
8) 中野拓也, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明: 音声中の検索語検出における適切なサブワードモデル数の検討, 
平成 21 年度 第 2回情報処理学会東北支部研究会, 2009-2-7, 2009-12 
9) 前田紘輝, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 多点局所探索法を用いた画像高解像度化における評価方法に関す
る考察, 映像情報メディア学会 2009 年冬季大会講演予稿集, 9-4, 2009-12 
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10) 栗城吾央, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明, 田中和世, 李時旭: Web 上の語彙を利用した音声クエリ拡張による
検索語検出, SP, SLP, NL, 音声言語シンポジウム, NLC2009-20, SP2009-84, p.99-104, 2009-12 
11) 江六前政宏, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明: ビデオ内一致区間検索のための音響情報の時空間配置照合方式, 
CQ2009-63, PRMU2009-162, SP2009-103, MVE2009-85, p.45-50, 2010-1 
12) 今康徳, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 並列分散遺伝的アルゴリズムにおける群島構造を考慮した多様性指
標の導入, 第 3回進化計算フロンティア研究会, P-7, pp.59—62, 2010-3 
13) 今康徳, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 並列分散遺伝的アルゴリズムにおける群構造化による探索性能への
影響に関する考察, 第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 4U-6, pp.2-269—2-270, 2010-3 
14) 阿部俊祐, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 形状・色特徴を利用した毒キノコ識別支援ツールの評価方法に関す
る研究: 第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 2Y-5, pp.2-659—2-660, 2010-3 
15) 江六前政宏, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明: ビデオ内音響情報の時空間配置を特徴量とした一致区間検索方
式の評価, 第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 4R-5, pp.1-773—1-774, 2010-3 
16) 前田紘輝, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 多点局所探索法による画像高解像度化における評価画像選定方法
についての検討, 第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 4X-4, pp.2-589—2-590, 2010-3 
17) 杉井ひかり, 石亀昌明, 伊藤慶明, 小嶋和徳: カオスニューラルネットワークにおけるパラメータの検討〜自
動作曲への応用を目指して〜, 第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 2D-2, pp.2-27—2-28, 2010-3 
18) 小笠原彩夏, 梁良, 石亀昌明, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 個人特徴の誇張を利用した似顔絵作成システムの評価, 
第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 1D-5, pp.2-21-2-22, 2010-3 
(e) 研究費の獲得 
該当なし 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
学部長等会議，教育研究会議（オブザーバー） 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部：学科長，学部運営会議委員，各委員会オブザーバー（総務，評価，就職，入試等） 
研究科：研究科長，運営会議委員 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1) 盛岡市創業者支援審議会副委員長 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
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(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
1) 画像電子学会誌編集委員 
(f) その他 
該当なし 
 
[主な業績］ 
大学運営 
全学では，学部長等会議に出席し部局長レベルでの大学運営に関する会議に参画した．また学部および研究科を
代表して，各本部長（各副学長）と必要に応じて会議を行い，学部・研究科の円滑な運営に反映させた．さらに教
育研究会議へオブザーバーとして出席し，外部意見を含めた全学的な大学運営に参画した． 
教育・学生支援本部と協力して，ソフトウェア情報学部では平成 21 年度入試から後期日程を復活させ，受験科目
もセンター試験と思考力を図るよう工夫した数学を導入することにより，後期日程試験では，前年(志願者倍率 63
倍)に引き続き志願者倍率 74 倍という超高倍率を更新した． 
学部・研究科では，研究科長および学部学科長として学部・研究科の運営に携わった．特に本年は指導者育成と
いうまだ指導資格を得ていない教員のいる講座長には，指導資格を得るように教員を指導することを促した． 
 
教育活動 
・研究指導（ゼミ指導） 
卒論指導学生数：9名 
修士論文審査数：11 名（2 名は直接指導） 
博士論文審査数：０名 
卒業研究指導では，講座長として講座所属の学生全員（9名）の卒論を指導した．直接指導したのはテーマ「和紙
モデルと Internal DLA による毛筆文字でのにじみ表現について」と「嵌合音のスペクトル包絡の第一極大周波数第
二極大周波数平面を用いたコネクタの識別に関する一考察」である．前者は，毛筆文字での墨のにじみを表現する
新しいモデルの提案をしている．この内容は 2010 年 6 月に開催される iwia2010 で英文発表の予定である．後者は，
自動車組み立て工場での電気系統のコネクタの嵌合が正確に行われたかを音響診断する手法に関するもので，その
可能性について論述している． 
院生指導では，講座に 8名の院生が所属し，その内修士 2年の 1名を直接指導し，「パーツの形状特徴と配置特徴
を利用した似顔絵作成システム」というテーマで修士論文を完成させ修了させた．本研究は，顔写真から当人の似
顔絵を自動作成するシステムについて研究したものであり，提案手法の有効性の検証を行っている．同君は在学中
に 2件の学会発表（FIT2009 と情報処理学会全国大会）を行っている． 
さらに，研究科内の論文審査では，修士学位論文の主査 5件，副査 5件の審査を行った． 
また，最近は学力低下や勉学意欲の低下した学生が増加してきていて，そのような学生を集めて指導する特別ゼ
ミも行っている．昨年度は 6名の学生に対して特別ゼミを行った． 
 
Journal of Faculty of Software and Information Science 2009 
216 
 
職名： 准教授 氏名： 伊藤慶明 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
離散数学，学の世界入門, プロジェクト演習，知能システム演習 B，C 
(b) 研究科担当授業科目 
知能メディア総論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
離散数学における共通テキストの採用と他教員との共通テストの実施 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Yuji Onodera, Yoshiaki Itoh, Kazunori Kojima, Masaaki Ishigame, Kazuyo Tanaka and Shi-wook Lee: Spoken 
Term Detection by Result integration of Plural Subword using Confidence Measure, The 10th Westerm Pacific 
Acoustics Conference, 8 pages, 2009-9 
2) Tomoyosi Akiba, Kiyoaki Aikawa, Yoshiaki Itoh, Tatsuya Kawahara, Hiroaki, Nanjo, Hiromitsu Nishizaki, 
Norihito Yasuda, Yoichi Yamashita, Katunobu, Itou: Developing an SDR test collection from Japanese 
Lecture Audio Data, APSIPA ASC 2009-10 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 伊藤慶明, 西崎博光, 胡新輝, 南條浩輝, 秋葉友良, 相川清明, 河原達也, 中川聖一, 松井知子, 山下洋一: 
音声中の検索語検出のためのテストコレクション構築 -中間報告-, 情報処理学会研究報告, 2009-SLP-78 No.4, 
2009-10 
2) 杉井ひかり, 石亀昌明, 伊藤慶明, 小嶋和徳: カオスニューラルネットワークを用いたリズム生成～キラキラ
星変奏曲を例題に用いて～, 情報処理学会東北支部平成 20 年度第 5回研究会, B-3-1, 2009-02 
3) 前田紘輝, 佐竹良祐, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 並列化手法と評価領域分割による画像高解像度化手法
の高速化, 平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2I-13, p.298, 2009-8 
4) 杉井ひかり, 石亀昌明, 伊藤慶明, 小嶋和徳: カオスニューラルネットワークを用いたリズム生成におけるフ
ィルタリングの効果, 平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2B-08, p.58, 2009-8 
5) 江六前政宏, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明: 音響情報の時空間配置照合によるビデオ間の部分一致検索, 第
8回情報科学技術フォーラム FIT2009 講演論文集（第 3 分冊）, I-007, pp.255--256, 2009-9 
6) 今康徳, 菊池雅彦, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 並列分散遺伝的アルゴリズムにおける多層リング型トポ
ロジのパラメータについての考察, 第 8 回情報科学技術フォーラム FIT2009 講演論文集（第 2 分冊）, F-002, 
pp.395--396, 2009-9 
7) 阿部俊祐, 石亀昌明, 伊藤慶明, 小嶋和徳: 形状特徴を利用した毒キノコ識別支援ツールのための毒キノコ判
定方式の検討, 第 8回情報科学技術フォーラム FIT2009 講演論文集（第 3分冊）, H-051, pp.217--218, 2009-9
8) 梁良, 石亀昌明, 伊藤慶明, 小嶋和徳: 配置と個人特徴の誇張を利用した似顔絵作成システム, 第 8 回情報科
2.17 感性情報学講座 
217 
学技術フォーラム FIT2009 講演論文集（第 3分冊）, H-013, pp.121--122, 2009-9 
9) 中野拓也, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明: 音声中の検索語検出における適切なサブワードモデル数の検討, 
平成 21 年度 第 2回情報処理学会東北支部研究会, 2009-2-7, 2009-12 
10) 前田紘輝, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 多点局所探索法を用いた画像高解像度化における評価方法に関す
る考察, 映像情報メディア学会 2009 年冬季大会講演予稿集, 9-4, 2009-12 
11) 栗城吾央, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明, 田中和世, 李時旭: Web 上の語彙を利用した音声クエリ拡張による
検索語検出, SP, SLP, NL, 音声言語シンポジウム, NLC2009-20, SP2009-84, p.99-104, 2009-12 
12) 江六前政宏, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明: ビデオ内一致区間検索のための音響情報の時空間配置照合方式, 
CQ2009-63, PRMU2009-162, SP2009-103, MVE2009-85, p.45-50, 2010-1 
13) 今康徳, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 並列分散遺伝的アルゴリズムにおける群島構造を考慮した多様性指
標の導入, 第 3回進化計算フロンティア研究会, P-7, pp.59—62, 2010-3 
14) 今康徳, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 並列分散遺伝的アルゴリズムにおける群構造化による探索性能への
影響に関する考察, 第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 4U-6, pp.2-269—2-270, 2010-3 
15) 阿部俊祐, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 形状・色特徴を利用した毒キノコ識別支援ツールの評価方法に関す
る研究: 第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 2Y-5, pp.2-659—2-660, 2010-3 
16) 江六前政宏, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明: ビデオ内音響情報の時空間配置を特徴量とした一致区間検索方
式の評価, 第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 4R-5, pp.1-773—1-774, 2010-3 
17) 前田紘輝, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 多点局所探索法による画像高解像度化における評価画像選定方法
についての検討, 第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 4X-4, pp.2-589—2-590, 2010-3 
18) 杉井ひかり, 石亀昌明, 伊藤慶明, 小嶋和徳: カオスニューラルネットワークにおけるパラメータの検討〜自
動作曲への応用を目指して〜, 第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 2D-2, pp.2-27—2-28, 2010-3 
19) 小笠原彩夏, 梁良, 石亀昌明, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 個人特徴の誇張を利用した似顔絵作成システムの評価, 
第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 1D-5, pp.2-21-2-22, 2010-3 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費 平成 21 年 基盤研究 C 同上 研究代表者として研究費 130 万円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
特色ある大学教育推進委員会，学部就職委員会 委員長，研究科教務委員会 
(c) 学生支援 
サッカー部顧問・監督，フットサルサークル顧問 
(d) その他 
該当なし 
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[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
1) 音響学会 2009 年 9 月秋季研究発表会座長，2010 年 3 月秋季研究発表会座長 
2) 人工知能学会 評議員，査読委員 
3) 電子情報通信学会，情報処理学会，人工知能学会，音響学会，IEEE 各正会員 
(f) その他 
該当なし 
 
[主な業績］ 
音声によるビデオ検索プロジェクトの研究推進 
研究の背景・目的：本研究は，筑波大学田中和世教授，産業技術総合研究所 Shi-wook Lee 博士との共同で平成 15
年度から進めているものである．近年ビデオ情報のデジタル化が進み，本研究では，蓄積されたビデオデータか
ら，ユーザの見たいビデオ区間をテキストまたは音声で検索する機能の実現を目指している．本研究では，従来
の音声認識システムを用いず，単語を認識の基本要素とするのではなく，音素あるいは音素よりも精緻なモデル
（サブワードモデルと呼ぶ）を用いることにより，検索を行う．これにより，どのような単語でも検索できるよ
うにする点に特長がある． 
研究業績：平成 16 年 10 月に新潟中越地震が発生し，被災地では電話が通じにくく，安否確認情報がテレビを通じ
て延々と放送された．検索の際，災害地の地名，人名などが多く含まれる安否確認放送では，一般的な音声認識
システムは機能せず，語彙の拘束がない音声検索システムが必要となる．本年度は，この放送のビデオ検索シス
テムの高精度化を目指し，新しいサブワードを研究開発およびその統合方式を提案し，その有効性を確認した．
これらの研究業績について学会等で積極的な発表を行った． 
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職名： 講師 氏名： 小嶋和徳 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
統計学，情報メディア入門，コンピュータ入門，ソフトウェア演習 A，B，C，知能システム演習 A，C 
(b) 研究科担当授業科目 
知能システム開発特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Yuji Onodera, Yoshiaki Itoh, Kazunori Kojima, Masaaki Ishigame, Kazuyo Tanaka and Shi-wook Lee: Spoken 
Term Detection by Result integration of Plural Subword using Confidence Measure, The 10th Westerm Pacific 
Acoustics Conference, 8 pages, 2009-9 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 杉井ひかり, 石亀昌明, 伊藤慶明, 小嶋和徳: カオスニューラルネットワークを用いたリズム生成～キラキラ
星変奏曲を例題に用いて～, 情報処理学会東北支部平成 20 年度第 5回研究会, B-3-1, 2009-02 
2) 前田紘輝, 佐竹良祐, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 並列化手法と評価領域分割による画像高解像度化手法
の高速化, 平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2I-13, p.298, 2009-8 
3) 杉井ひかり, 石亀昌明, 伊藤慶明, 小嶋和徳: カオスニューラルネットワークを用いたリズム生成におけるフ
ィルタリングの効果, 平成 21 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2B-08, p.58, 2009-8 
4) 江六前政宏, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明: 音響情報の時空間配置照合によるビデオ間の部分一致検索, 第
8回情報科学技術フォーラム FIT2009 講演論文集（第 3 分冊）, I-007, pp.255--256, 2009-9 
5) 今康徳, 菊池雅彦, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 並列分散遺伝的アルゴリズムにおける多層リング型トポ
ロジのパラメータについての考察, 第 8 回情報科学技術フォーラム FIT2009 講演論文集（第 2 分冊）, F-002, 
pp.395--396, 2009-9 
6) 阿部俊祐, 石亀昌明, 伊藤慶明, 小嶋和徳: 形状特徴を利用した毒キノコ識別支援ツールのための毒キノコ判
定方式の検討, 第 8回情報科学技術フォーラム FIT2009 講演論文集（第 3分冊）, H-051, pp.217--218, 2009-9
7) 梁良, 石亀昌明, 伊藤慶明, 小嶋和徳: 配置と個人特徴の誇張を利用した似顔絵作成システム, 第 8 回情報科
学技術フォーラム FIT2009 講演論文集（第 3分冊）, H-013, pp.121--122, 2009-9 
8) 中野拓也, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明: 音声中の検索語検出における適切なサブワードモデル数の検討, 
平成 21 年度 第 2回情報処理学会東北支部研究会, 2009-2-7, 2009-12 
9) 前田紘輝, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 多点局所探索法を用いた画像高解像度化における評価方法に関す
る考察, 映像情報メディア学会 2009 年冬季大会講演予稿集, 9-4, 2009-12 
10) 栗城吾央, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明, 田中和世, 李時旭: Web 上の語彙を利用した音声クエリ拡張による
Journal of Faculty of Software and Information Science 2009 
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検索語検出, SP, SLP, NL, 音声言語シンポジウム, NLC2009-20, SP2009-84, p.99-104, 2009-12 
11) 江六前政宏, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明: ビデオ内一致区間検索のための音響情報の時空間配置照合方式, 
CQ2009-63, PRMU2009-162, SP2009-103, MVE2009-85, p.45-50, 2010-1 
12) 今康徳, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 並列分散遺伝的アルゴリズムにおける群島構造を考慮した多様性指
標の導入, 第 3回進化計算フロンティア研究会, P-7, pp.59—62, 2010-3 
13) 今康徳, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 並列分散遺伝的アルゴリズムにおける群構造化による探索性能への
影響に関する考察, 第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 4U-6, pp.2-269—2-270, 2010-3 
14) 阿部俊祐, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 形状・色特徴を利用した毒キノコ識別支援ツールの評価方法に関す
る研究: 第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 2Y-5, pp.2-659—2-660, 2010-3 
15) 江六前政宏, 伊藤慶明, 小嶋和徳, 石亀昌明: ビデオ内音響情報の時空間配置を特徴量とした一致区間検索方
式の評価, 第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 4R-5, pp.1-773—1-774, 2010-3 
16) 前田紘輝, 小嶋和徳, 伊藤慶明, 石亀昌明: 多点局所探索法による画像高解像度化における評価画像選定方法
についての検討, 第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 4X-4, pp.2-589—2-590, 2010-3 
17) 杉井ひかり, 石亀昌明, 伊藤慶明, 小嶋和徳: カオスニューラルネットワークにおけるパラメータの検討〜自
動作曲への応用を目指して〜, 第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 2D-2, pp.2-27—2-28, 2010-3 
18) 小笠原彩夏, 梁良, 石亀昌明, 小嶋和徳, 伊藤慶明: 個人特徴の誇張を利用した似顔絵作成システムの評価, 
第 72 回情報処理学会全国大会講演論文集, 1D-5, pp.2-21-2-22, 2010-3 
(e) 研究費の獲得 
該当なし 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
総務委員会，入試実施委員会 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
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(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
1) 電子情報通信学会，情報処理学会，人工知能学会 各会員 
(f) その他 
該当なし 
 
[主な業績］ 
• 並列分散遺伝的アルゴリズムにおけるトポロジーと移民法の検討 
並列分散遺伝的アルゴリズムにおける多様性に注目し，新たな多様性指標を導入するとともに，従来法と提案
手法である多重リングトポロジーについて，その性質を検討した． 
• 動画像の高解像度化に関する研究 
最適化手法をもちいた画像の高解像度化において，これまで 1 次元方向のみの対応だったものを，2 次元方向
に拡張し，その効果を確認するとともに，評価用に使用する画像の性質による結果への影響について検討した．
• キノコ画像の判別に関する研究 
キノコ画像の判別について，昨年度に引き続き，様々な特徴量を利用した検索手法を検討し，結果として高い
精度の検索を行うシステムを作成した． 
• 似顔絵システム 
個人特徴の誇張を利用した似顔絵作成システムについて検討し，評価実験の結果，個人特徴の誇張を取り入れ
ること，髪型を取り入れること，パーツの数をある程度多く用意することで，評価の良い似顔絵が作成できる
ことが確認できた． 
